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アラスカ湾では、海水温の上昇（Marine Heat Wave:海
の熱波）に伴ってマダラの産卵場の消滅が起きた！

アラスカ湾の
「海の熱波」
(2019年夏）



海洋の健康診断表より

➢ 海水温は、四季を通して、上昇が
続いている

➢ 過去100年間で、春1.50℃、夏
1.07℃、秋1.59℃、冬1.66℃上
昇

道東沖（えりも～根室沖）
の海面水温の過去100年間
の推移

➢ 夏（7－9月）の海水温は、2003
年から2019年の間に、約2℃も
上昇！



図．2021年に日本を取り巻く海で起きた主な出来事
（背景は，2021年10月の海面水温分布図：気象庁HP）



道東～えりも周辺～日高沿岸の沿岸域で赤潮の発生

水研・教育機構・釧路庁
舎（旧・北水研）

桂恋漁港

この漁港内の
み発生

カレニア・セリフォルミス（Karenia selliformis)



➢ 9月２１日、２６日、29日の衛星画像から、道東沿岸のクロロフィル濃度の高い海域が
徐々に日高沿岸へと広がっていることに注意（ただし、赤い色の部分の多くは秋に増殖す
る珪藻類と河川からの濁水！赤潮の原因となるカレニア属の分布・濃度は、この画像から
は判断できない）

➢今のカレニア赤潮は複数種確認され、主要種はカレニア・セリフォルミス、昨年カム
チャッカ南東部のアバチャ湾で発生した赤潮との関連性が高い

➢沿岸でのカレニア増殖は、沖の親潮内での珪藻類の増殖と異なり、表層の栄養塩枯渇と躍
層の強化が要因

➢昼間は海面近く、夜は水深20mまで沈む（これが、ウニ大量死亡の原因！）

衛星画像提供：(株）グリーン&ライフ・イノベーション

アバチャ湾

ロシア漁業ニュースヘッドライン

２０２０年９月下旬、カムチャッカ半島南東部のアバチャ
湾沿岸で水棲生物の大量死。主要学術機関、当局機関の様
々な調査結果をもとに、ロシア科学アカデミーは、赤潮の
発生が原因と断定、これを発表した。

親潮



図． 2018年～2021年9月・10月の道東のクロロフィル分布の衛星画像(2021年９月，１０月の道東
沿岸～沖合のクロロフィル濃度が最も高く，この中の沿岸に赤潮発生域が存在する）. 
データソース：JAXA「しきさい」のクロロフィルa濃度の月平均値（月に数枚のデータ使用）. 
画像提供：石坂丞二教授(名古屋大学宇宙地球環境研究所)
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漁海況情報（第2021-12号ー２（修正版）：2021年10月1日，函館国際水産・海洋都市推進機構）

➢ 8月初旬までの「海洋熱波」によって、オホーツク海までブリ、クロマグロが回遊するほど高水温であった
➢ ただし、8月中旬以降は、オホーツク海高気圧が張り出し、海面冷却が進んだ。海面水温は一気に低下した
➢ 水深10mの塩分分布（下図）では、宗谷暖流が根室海峡、国後海峡を経て、道東沿岸を南下中
➢ 10月末には、えりも以南の津軽暖流水塊と宗谷暖流由来の沿岸水がつながる可能性あり

今回のカレニア属
による赤潮は、宗
谷暖流、親潮、こ
れに沿岸水が混合
した道東沿岸域で
発生た可能性が高

い



赤潮は、宗谷暖
流、親潮、これ
に河川水が混合
した道東沿岸流
内で発生た可能

性が高い



➢11月2日の道東沿岸流は14℃で、えりもから日高沿岸に差し込んでいる（えりも
沿岸～日高湾沿岸で赤潮が続く）

➢オホーツク海沿岸～知床周辺～道東は、宗谷暖流および道東沿岸流が、沿岸域を
覆っている。

➢今年度の秋には、道東沿岸流域内で沈んだカレニア属の休眠胞子が存在する場合
には、再発生の警戒が必要！

➢関係機関による赤潮発生のメカニズム、沿岸～陸棚の海洋生物への影響の解明が
不可欠



ブリの分布域と産卵場

南かやべの定置網で漁獲されたブリ
（２０２０年１０月１５日）

＊日本周辺のブリ成魚の
回遊パターンと，漁獲の
増加地域

＊漁獲の急激な増加地域
は、北海道沿岸！
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2000年以降の羅臼町でのブリの漁獲量と漁獲金額



サケの遺伝解析に基づいた日本系サケの
回遊経路 (Urawa, 2004)

サケの回遊尾数の減少が継続中！

➢ ロシア海域ではオホーツク海
北部・カムチャッカ系が増加

➢ アムール系を含むサハリン以
南と日本の漁獲量が2000年
代以降減少中！

➢ 明らかに温暖化の影響
と認識（ロシア）



2020年の南かやべ沿岸の定置網で漁獲された主要種の漁獲量と水温の関係（函館市南か
やべ地区木直町の定置網に設置した水温計（水深10m）の水温を使用）
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9月上旬 ９月中旬 ９月下旬 １０月上旬 １０月中旬 １０月下旬 １１月上旬 １１月中旬 １１月下旬 １２月上旬

1982 19 18 16.5 15.5 14.5 13.5 12.5 12 10 8.5

1983 19 17.5 16.5 15 14 12 12 10.5 10 8.5

1984 17 16.5 16 13.5 13 11.5 11 9.5 8.5 7.5

1985 18.5 18 17 16 16 14.5 13.5 12.5 11.5 8.5

1886 18.5 18.5 18 17 16 14.5 12 11.5 9 6.5

1987 19 20.5 17.5 16 15.5 14.5 12 11.5 10 9

1988 18 17.5 17.5 16.5 15 13.5 11.5 11 10.5 9

1989 18.5 17.5 16 16 15 14 12.5 12 10.5 10

1990 20 19.5 17.5 17.5 16.5 15.5 14.5 13 13 12.5

1991 18 17 16 15.5 14 13 12 10 9.5 8.5

1992 17.5 15 14.5 13.5 13 12.5 12.5 12 10 9

1993 17 17 15.5 15 14.5 12.5 11 11 10 9.5

1994 21 20 18.5 17 16.5 15.5 15 13.5 12 10.5

1995 17.5 17 16.5 16 15 14 12.5 12 12 11.5

1996 17.5 17.5 17.5 16 15 14 13 11.5 10.5 9

1997 18 17.5 16.5 15.5 14 12.5 12 11.5 11.5 10

1998 20 19.5 18 17 16.5 15.5 14.5 13.5 11.5 9.5

1999 20.5 20 18 17 16 14 13 12 11.5 10.5

2000 19.5 19 18.5 18 16 14 12.5 10.5 9 8

2001 19 17.5 16.5 16 14.5 13.5 12 10.5 10.5 8.5

2002 18 17.5 17.5 17 16 15 12 10 9.5 8.5

2003 18 16.5 16 15 14 12.5 13.5 12.5 11.5 9

2004 18 18 17.5 17 16 14.5 13 12.5 11.5 10

2005 21 20 18.5 17.5 17 15.5 15 14 12 10.5

2006 21 20.5 18.5 17.5 16 14 13.5 13 11.5 9.5

2007 19 19 18 17 14.5 13.5 12.5 11 9 8.5

2008 19 19 17 15 14.5 13.5 12 11 8.5 8.5

2009 15 16 16 15 13 12 11.5 10.5 9.5 8.5

2010 21 18 17.5 17 16.5 14.5 13.5 12 10.5 10.5

2011 19.5 19 17 15.5 14.5 13 12.5 11.5 9.5 8

2012 21 21 20 19 17 14.5 12.5 11 9.5 8.5

2013 20 19 18 17 15.5 13.5 12 10.5 9 8

2014 20 18.5 17 16 14 13 11.5 10 9 7.5

2015 19 18.5 18.5 15.5 14 12.5 12 12 11.5 10.5

2016 20.5 20.5 19.5 17.5 15 12.5 11.5 10 9 7.5

2017 17.5 17 16 15 14 13 12 10.5 9.5 8.5

2018 18 17 17 17 15.5 14.5 13.5 13 10.5 10

2019 20 19 17.5 17 15 14.5 13.5 11 10 9

2020 21 21 18 18 15.5 14 14 12 11.5 10

えりも岬周辺海域の旬別海面水温の変化（1982年～2020年）

➢ 定置網に入網するサケの多い水
温範囲は10℃以上、18℃未満

➢ 9月の水温が18℃以上の年は、
1998年以降増加し、2010年
以降は「ほぼ毎年」

➢ 9月漁獲のサケ早期群の漁獲減
の主な要因！

➢ 11月下旬では年変化が少なく、
9.5℃～12℃の範囲。漁期を延
長してもサケ漁獲増はない

➢ ブリ、クロマグロが重なってお
り、今後混獲が多くなる：活〆
による高鮮度化

➢ サケ前期群の漁獲の減少は継続
すると推定

➢ ゼニガタアザラシへの影響も今
後検討が必要

沿岸漁業の課題解決に向けて（えりもの事例）




